
猿ど蟹ぁ 友達（けやぐ）だつもりして
山さいって、餅つぎしてあったど。
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猿、餅できたどごで臼ば転がして、
「誰でもへ、見つけだ人のものだ」って
しゃべた。猿ぁ足ｺ速はんで、転がる臼ど
一緒に はっけで（走って）いったど。



臼止まった所まで来たっきゃ、臼さ餅 何もはいってねがった。
蟹 はっけらいねはんで、ムッスラムッスラどあさいで（歩いて）らっきゃ、木の根っこさ餅ｺ

がっぱど（たっぷり）落ぢであったずね。蟹それば食ってらっきゃ、餅コ何もねがった猿ぁ戻って
きて蟹ばぶしかったど（怒りました）。

「一口かへろ（食わせろ）」、「土つぃでも、
葉っぱコついでもペロペロってけば（食べれ
ば）め（美味しい）ばってな」ってなんぼしゃ
べてもけねはんで（いくら言ってもくれないの
で）、「今、甲羅剥いでけらね。おべじょ！
（覚えてろ）」と言いました。



猿帰って、蟹おかねふて 泣いでらずね。

したきゃ橡（とち）「なしてべちょかいでらば」てしたはんで事情しゃべったきゃ、「わ手伝う
はんで泣ぐな、泣ぐな」ってしたど。今度ぁ蜂飛んできて聞いだ。まんだ事情コ話したっきゃ
「おら手伝うはんで泣ぐな」ってした。したっきゃ臼ど杵も来た。まんだ事情ｺを聞いだはんで、
「わも手伝いｺすはんで泣げすな」ってしゃべったど。



猿、えさ（家に）居ねがったはんで、橡「おら しぼど（囲炉
裏）さ入るじゃ」、蜂は「わはカメ（水瓶）さ居る」、臼と杵は
「おらんど まげ（屋根裏）さいるはんで」ってしました。

そうして今度ぁ猿、「蟹、まみししちゃな（元気か）」ってきたはんで、蟹おっかねへ
（怖くて）なげづらかいだど。



猿「あぁさんび（寒い）、たげさんびな」って しぼどの前さねまって（座って）、灰とば かまし
たっきゃ（かき混ぜると）橡跳ねでヤケドさへだど。猿「あっつ（熱い）、あっつ」ってしてカメさ

いったっきゃ、待ってら蜂 どんずと（尻を）刺した。
「わぃ、いで（痛い）。いでー。」って庭さ逃げる
がったっきゃ、今度臼ど杵落ぢてきて敵とったずね。

とっつばれ


